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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2024年 7月 19日（金）Ｎo.3 

例 会 第１５５８回 通常例会/小杉苑  

ソング：それでこそロータリー、若者たち  ソングリーダー：山田幸保君 

■ 会 長 挨 拶         漆畑雄一郎君 

本日の例会はガバナー補佐訪問となります。若

林ガバナー補佐、そして竹田ガバナー事務局長を

はじめとする事務局員の皆様ご苦労様です。 

先週の例会では、恒例ではありますが、藤枝 RC

の会長・幹事に訪問いただきましたので、今週の

水曜日 7/10 に藤枝 RC の例会へ幹事共々年度初

めの訪問に行って参りました。藤枝 RC は本年度

3 人の方が入会されて現在会員が 41 名だそうで

す。クラブによって例会の運営も異なり、藤枝 RC

では 12：10 から昼食時間となり、開会点鉦が 12：

30なので丸々1時間の例会運営を行っていたこと

に感心いたしました。 

さて、昨日 7/18 に梅雨が明けました。今年の梅

雨は 6/21 に平年より 15 日遅く始まり、 7/18 に

平年より 1 日早く終わりましたので、大変短い梅

雨の期間であったと言えます。東海地方において

の過去 1951 年からのデータを調べますと、最も

早かった梅雨入りは、1963 年の 5/4、最も遅かっ

た梅雨入りは、1951 年の 6/28 で、最も早かった

梅雨開けは、1963 年の 6/22 で、最も遅かった梅

雨開けは、2009 年の 8/3 だそうです。もっとも梅

雨明けに関しては、1993 年は梅雨明けの宣言自

体がなされなかった年として記録に残っており

ますが、皆様の記憶にも残っていますでしょう

か？これからの時期が、最も暑い季節となります

ので体調に注意いただき、健康にお過ごしくださ

い。 

 

■ ビ ジ タ ー               

静岡第 4グループ 

若林秀典ガバナー補佐 

竹田敏和ガバナー補佐事務局長 

杉山茂範ガバナー補佐事務局 

杉浦 聡ガバナー補佐事務局 

小嶋英公ガバナー補佐事務局 

 

■ 出 席 報 告          佐野博己君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

42／51 82.35％ 44／51 86.27％ 
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(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○伊藤彰君○川口君○鈴木照君○鈴木健君 

○内藤君○村松君○望月君○森下君 中村君 

(１)メークアップ者 

富澤賢一君（日本平）平原望君（日本平） 

渡邊芳隆君（藤枝） 

 

パーフェクト例会数：       

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X              

スマイル累計額 １００，８９０円 

 

 

■ ガ バ ナ ー 補 佐 挨 拶          

静岡第 4グループガバナー補佐 若林秀典君 

今年度、静岡第 4 グループガバナー補佐を拝命し

ました若林秀典です。 

生年月日は 1956 年(昭和 31 年)で 68 歳です。

ロータリー歴は 1991 年藤枝南 RC 創立時に入会

したチャーターメンバーで34年目に入りました。

職業は歯科医師です。2010~2011 年に会長をやり

ました。現在はガバナーノミニ―も兼ね、2 足の

草鞋という状態です。趣味は皆さんとやや趣が違

うと思いますが、オオクワガタの飼育、プラモデ

ル作り、麻雀(ロータリーが忙しくてすべて休止

中)、スポーツは小学校からサッカーをやっていま

したのでサッカーは好きです。過去には社交ダン

ス、タップダンスをやっていました。 

それでは、本題に入ります。今年度の RI 会長

ステファニーA.アーチックのテーマは「ロータリ

ーのマジック」です。魔法の杖を使って目標を達

成するということではなく、ロータリーのメンバ

ーが行動計画(アクション・プラン)の推進者とな

って地区が、クラブが、メンバーが魅力のある活

動をしていきましょう。ということになるのでは

ないでしょうか。 

ロータリーのビジョン声明では 

優先事項 1「より大きなインパクトをもたらす」

の目標 

優先事項 2「参加者の基盤を広げる」の目標 

優先事項 3「参加者の積極的なかかわりを促す」

の目標 

優先事項 4「適応力を高める」の目標 

と、優先事項が 4 項目あり、この内容にいかに近

づける行動計画が起こせるかを期待していると

思われます。 

 小泉ガバナーの方針では「よりそう奉仕・ロー

タリー」とあります。地区で言えばどんな奉仕が

必要とされているのかどんな事業を推進してい

けばいいのか示唆しているようです。そしてRI理

事会は、活動や目標の継続性を求めています。そ

れが３-Year Rolling Goals です。3 年間の目標と

計画を立て社会情勢などの変化に対応しながら、

ステップアップしていくということです。今まで

ロータリーは単年度でやってきたので慣れるま

でには紆余曲折あるでしょう。 

 クラブ計画書を拝見しますと収支予算書がだ

いぶタイトになっていると感じます。人頭分担金

が毎年半期で 1.75＄~2＄ぐらい上がり、追い打ち

をかけるように円安が進んでいます。それでも財

団の寄付、米山関係の負担金は平均以上というの

は驚きです。 

 今後は３-Year Rolling Goalsを踏まえて戦略計

画委員会を設置したほうが将来の自クラブの未

来像を考えるうえではいいのではないでしょう

か。 

 さて第 4 グループの奉仕事業は「子ども食堂の

支援」です。1 トンのお米を 2 ㎏の袋に小分けし

て各クラブと関係のある行政の社会福祉協議会

を通じて子ども食堂を利用している家庭に配布

してもらうということです。そして各クラブにプ

ラスアルファとして地区資金などを利用できる

ようであれば利用して子ども食堂(介護施設、障碍

者施設等も可)に何らかの支援をしていただきた

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

45 45 0 3 
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いとお願いしてあります。藤枝南では 2025 年の

3月 30日(日)に子ども食堂に通う子供を対象にい

ちご狩りを計画しているようです。決まれば子供

との触れ合いができるはずです。 

また、8 月中旬からはアメリカの高校生が交換

留学生として約 1 年間、来日します。ホストクラ

ブは焼津南ロータリークラブですが第 4グループ

全体で協力していくことになっています。 

 最後に地区目標は 

1.会員増強 

2.公共イメージ向上、My Rotary の登録率アップ 

3.クラブ計画書の充実 

4.各委員会事業への理解と参加、委員会の活用 

5.ENDO POLIO    

6.財団への寄付、米山記念奨学会支援 等 

多岐にわたりあります。 

 自分は今まで 1 地方クラブの 1 会員として所属

していただけなのでロータリーという組織の大

きさに戸惑い、不安を感じています。皆様のご協

力、ご支援、ご理解なくしては乗り切れないと思

いますので、1 年間よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

■ 委 員 長 挨 拶              

会員増強・維持委員長 小嶋英公君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ委員長 桑原茂君 

今年度の委

員会活動方

針ですが、

２６２０地

区リーダー

シッププラ

ン（ＤＬＰ）

に沿って活

動します。

職業奉仕小委員会、社会奉仕小委員会、国際奉仕

小委員会、青少年奉仕小委員会と４つの小委員会

で地域のリーダーとして奉仕活動を行っていき

ます。 

特に静岡第４Ｇ合同奉仕事業子供食堂支援事業

として３つの関連事業を行います。 

① 外部卓話 子供食堂運営者 ＮＰＯ法人

W.Co まつぼっくり 前田りつ子様 

② 『お米寄贈式』 藤枝市社会福祉協議会（き

すみれにて） 

③ 『いちご狩りＩＮ藤枝』 （ジャパンベリー

にて） 

貧困を次の世代に引き継がないために、どんな境

遇の子供たちも未来に希望を抱き、笑顔で暮らせ

る社会づくりの一助とすることを目的とします。 

どうか皆様のご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

 

 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

7/26(金) 

第 1559回 
ガバナー訪問 小杉苑 

8/2(金) 

第 1560 回 
会員卓話 理事会 

8/9(金) 

第 1561回 
会員卓話 小杉苑 

8/23(金) 

第 1562 回 
納涼夜間例会 

ホテルアソシア

静岡 
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■ 今週の一言         秋谷貴也君 

今週の一言のテーマ

「行ったところ、行

きたいところ」との

事ですが、中国を含

めた東南アジアに行

ったことがあるとい

う事は皆様ご周知の

通りです。逆に日本

国内は仕事として訪れたところは多いですが、観

光として行ったところは少ないです。つい９年ほ

ど前（４０歳過ぎ）までは本州を出たことすらあ

りませんでした。日本を飛び越えて中国には何度

も行っているのですが・・・ 

日本国内で行きたいところはズバリ、北海道です

。当然のように行ったことはありません。 

弊社はお陰様で来年創業３０年を迎えます。ここ

数年コロナで社員旅行も行っておりませんでし

たので、思い切って北海道に行くことが来年の目

標です。行くからには社員の記憶に残る旅行にし

たいと思います。食事は量より質で少量でも美味

しいものを食べ、温泉でゆっくり日頃の疲れを癒

し、思い出に残る体験をする。普段仕事や家事に

追われあっという間に過ぎてしまう日々を忘れ、

日常生活では経験出来ないようなゆったりと過

ごすことをコンセプトにこれからプランを練っ

て行きたいと思います。会社の業績が悪ければそ

もそも旅行どころではありませんので、死ぬ気で

頑張って死ぬ気で遊んできたいと思います。 

もし、来年違う場所に行っていたら業績が悪かっ

たんだなと陰で思うだけにして私をイジメない

でください。更に言い訳をすると道後温泉など、

他にも候補場所があります。言い訳が苦しいので

ここら辺にしておきます。 

ロータリーの旅行で行く黒部ダムも当然非常に

楽しみです。中山幹事にプロジェクト X を借りて

事前に勉強してから旅行を楽しみたいと思いま

す。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/森竹君） 


